
　
２
０
２
１
年
３
月
の
開
院
を
目
指
し
、
今

年
度
４
月
か
ら
新
病
院
建
設
工
事
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
新
病
院
は
、
現
病
院
の
東
側
敷
地
に
建
設

を
進
め
て
お
り
、
２
０
２
２
年
８
月
に
は
外

構
工
事
を
終
え
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
（
上
図
「
完
成
イ
メ
ー
ジ
」
参

照
）
。

　
こ
れ
ま
で
、
先
行
し
て
新
浄
化
槽
工
事
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
新
病
院
棟

の
仮
設
（
山
留
）
工
事
、
11
月
か
ら
杭
工
事

に
着
手
す
る
計
画
で
す
。

　
工
事
の
進
捗
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

当
院
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
上
空
か
ら
の
写
真
も

随
時
更
新
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新
病
院
棟
の
杭
工
事

11
月
か
ら
着
手病

院
建
設
課
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（紹介状がない場合は特定初診料が5,400円かかります）★紹介状がなくても受診できます。

★紹介状と初診予約が必要です。

電話〈0547〉35－2111㈹
◆診療各科の受付時間は7：30〜11：00です。（一部診療科を除く）

◆都合により変更する場合もありますので、ご了承下さい。
◆最新の診療表は、当院WEBサイトでご確認下さい。

平成30年10月1日現在

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

整形外科

一診 佐伯 澤田 加藤 齋藤 古川
二診 中山 中山 古川 澤田

三診 午前 齋藤 佐伯 加藤 佐伯貯血

手術 手術 手術 手術 手術義肢装具 義肢装具

歯科
口腔外科

午前・一診 田中 田中 田中 田中 田中
午後・一診
午前・二診 厚地 厚地 厚地 厚地 厚地
午後・二診
午前・三診 （齋藤） （蔡）

午後 手術 手術 手術 手術
※インプラントと外傷は紹介状は不要ですが、予約が必要です。
　詳しくは口腔外科に問い合せ下さい。

心療内科 午前・再診 松田午後・初診
麻酔科

ペインクリニック 午前 白石 白石

放射線科 午前 栗山
午後 栗山

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

総合診療科 午前･一診 交替 谷尾 谷尾 谷尾 鈴木
午前･ニ診

（専門外来）
午後

物忘れ･初診 第2・第4
鈴木

物忘れ･再診 第1･第3･第5
鈴木

※完全予約制です。詳しくは総合診療科に問い合せ下さい。

漢方内科

午前

第1・第3・第5

大瀬小野
第2・第4

鈴木

午後 山崎 12：00～13：30 第1・第3・第5 12：00～13：30
大瀬 小野 大瀬

※完全予約制です。詳しくは漢方内科に問い合せ下さい。

産婦人科

午前・一診 村上 向

午後・一診 14：00～14：30 14：00～14：30
市検診 市検診

※完全予約制です。詳しくは産婦人科に問い合せ下さい。

小児科

一診 武藤 新規相談 武藤 専門 武藤武藤 武藤

二診 和田 専門
那須

乳児検診 4ヶ月・1ヶ月 10ヶ月・1ヶ月
那須 武藤

専門外来

喘息 神経・発達 神経 発達
那須 那須 武藤 武藤

心臓　第2
こども
※火・木曜日は予約･紹介状が必要です。
※受付時間は10：00までです。
※�“こども”は県立こども病院からの非常勤医師
が対応します。

健康管理科 午前 第2･第4
松田

※完全予約制です。詳しくは健康管理科に問い合せ下さい。

眼　　科
午前・一診 小原啓子 小原啓子 小原啓子

※完全予約制です。詳しくは眼科に問い合せ下さい。
※水曜日は再診のみになります。

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

消化器内科

午前・一診 松下 渡邉 金山 竹下 花岡午後・一診
午前・ニ診 花岡 竹下 渡邉 金山午後・二診
午後・三診 松下 松下

血液内科 一診 午前 新患のみ 柳田 柳田 柳田野垣 柳田

糖尿病・
内分泌内科

初診 坪井 山崎 大石 善當
再診 大石 善當 山崎 大石 坪井/大石

午後・再診 善當/山崎 岡西/坪井 大石
神経内科 午前 濱谷 近藤
腎臓内科 午前 鈴木 野垣 杉田 野垣 鈴木

呼吸器内科
呼吸器外科

一診
午前（月2回） 午前 第1･第3･第5 第1･第3･第5 午前非常勤 千葉

非常勤 非常勤 第2･第4 第2･第4 非常勤大瀬 奥田

二診  小林  午前  午前 
 小林  小林 

三診 千葉 第1･第3･第5午前 千葉大瀬

四診 奥田 第1･第3･第5午前 奥田奥田
午後 手術 気管支ファイバー 手術

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

外　　科
一診 磯野 上村 植田 野澤 要予約

植田

二診 要予約 惟康 （ヘルニア専門外来）不定期･要予約
名波 和田 磯野

（専門外来） 乳腺 13：30～14：00 13：30～14：00 13：30～14：00 13：30～14：00
 ※初診予約が必要です。詳しくは外科に問い合わせ下さい。

形成外科
午前・一診 寺井 柿沼 寺井 寺井 柿沼
午前・二診 柿沼

午後 レーザー 手術 手術 レーザー 手術

脳神経外科

一診 山形 金城 浦野 村田 第1･3･5　10：00～
阪口

二診 山形 第1･第2・第4・第5
山内

※受付時間は10：00までです。

泌尿器科

一診 交替 福澤 福澤 奥野 加藤
二診 加藤 植村 植村

その他 手術 検査、処置、手術 検査、処置、手術 手術 手術
※金曜日の受付時間は10:00までです。

循環器内科

一診 青山 蔦野 露木 石田 金森

二診

第1・第3午前

青山 松岡 近藤

午前
近藤 玉嶋

第1・第3午前
金森

午前・三診 服部 不整脈外来
第2・第4

（専門外来）
13：30～15：00 ペースメーカー 石田 ※初診予約が必要です。詳しくは

　循環器科に問い合わせ下さい。

耳鼻咽喉科
午前 岸本 山河 山河 山河 山河

※診察は午前のみになります。
※月曜日は再診のみになります。

皮膚科

一診 橋爪 橋爪 橋爪 橋爪 橋爪
二診 兼子 兼子 兼子 兼子 兼子
三診 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野
四診 光線 光線 光線 光線 光線
午後 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査

学童外来 16：30～17：00 16：30～17：00
※�診察は午前のみになります。（午後は手術、病
棟業務）



ちょっとアドバイスちょっとアドバイス

活

護部だより護部だより

動報告動報告

看

市民ふれあい講座 今後の予定市民ふれあい講座 今後の予定
第２・３火曜日10時～10時半 正面玄関待合ホール

10月16日
11月13日
11月20日
12月11日
12月18日
１月15日
１月22日
２月12日
２月19日
３月12日
３月19日

寝たきり予防の足の爪切り
脳卒中　症状出たら　すぐ受診
肩こりにならないために
必ずできる　急変時の対応
インフルエンザ～流行状況から感染対策～
廃用性障害の患者のケア
薬の話
高血圧と心不全
医者や看護師へ「痛み」をうまく伝える方法
がんと抗がん薬のお話
認知症のお話

お
く
す
り
手
帳
は

使
用
し
て
い
ま
す
か
？

お
く
す
り
手
帳
は

使
用
し
て
い
ま
す
か
？

医
療
費
に
関
す
る
お
知
ら
せ

医
療
費
に
関
す
る
お
知
ら
せ

新
病
院
建
設
総
合
図
の
作
成
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
病
院
建
設
に
向
け
、
院
内
で
は
７
月
末

か
ら
、総
合
図
（
建
物
の
平
面
図
や
天
井
伏
図
、

展
開
図
な
ど
の
建
築
で
作
図
し
た
図
面
に
、

電
気
や
設
備
な
ど
の
器
具
情
報
な
ど
を
重
ね

て
盛
り
込
ん
だ
図
面
）
の
作
成
に
係
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
諸
室
の
レ
イ
ア

ウ
ト
や
コ
ン
セ
ン
ト
位
置
、
医
療
機
器
の
配

置
な
ど
の
最
終
確
認
を
各
部
門
の
ス
タ
ッ
フ

へ
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
終
わ
っ
た
階
層
か
ら
施
工

に
必
要
な
総
合
図
を
作
成
し
、
来
院
者
や
ス

タ
ッ
フ
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う

工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
は
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
薬
剤
部
よ
り
災
害
時
の
お
く
す
り
に

関
す
る
問
題
点
や
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、
被
災
し
て
自
分
の
お
く
す
り
を
失
っ

た
り
、
停
電
や
水
害
に
よ
っ
て
医
療
機
関
の
電
子
カ
ル

テ
が
十
分
に
機
能
せ
ず
に
処
方
が
困
難
と
な
っ
た
り
し

て
、
薬
物
治
療
が
中
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
対
策
と
し
て
、
自
分
の
お
く
す
り
の
名
前
と
使

い
方
を
口
頭
で
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
普
段
か
ら
備
え

て
お
く
と
良
い
の
で
す
が
、「
お
く
す
り
の
名
前
は
な
か

な
か
覚
え
ら
れ
な
い
」と
い
う
患
者
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。
お
く
す
り
手
帳
を
使
用
し
て
い
る

患
者
さ
ん
か
ら
は
、
先
の
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震

に
お
い
て
も
、
お
く
す
り
の
内
容
を
伝
え
る
の
に
お
く

す
り
手
帳
が
便
利
だ
っ
た
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
災
害
時
に
限
り
ま
す
が
、
お
く
す
り
手
帳

が
あ
れ
ば
医
療
機
関
を
受
診
で
き
な
く
て
も
調
剤
薬
局

で
直
接
、
継
続
の
処
方
を
受
け
取
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
（
事
後
で
か
か
り
つ
け
医
へ
連
絡
が
い
き
、
承
諾
と

な
り
ま
す
）。
本
年
の
西
日
本
の
豪
雨
災
害
で
も
、
こ
の

措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
万
が
一

の
と
き
の
た
め
に
も
、
お
く
す
り
手
帳
を
普
段
か
ら
活

用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
普

及
に
よ
り
、
お
く
す
り
手
帳
の
ア
プ
リ
も
開
発
が
進
ん

で
い
ま
す
。
た
だ
し
、端
末
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
際
に
は
ア
プ
リ
も
起
動
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

お
く
す
り
の
名
前
が
わ
か
る
よ
う
な
メ
モ
書
き
を
念
の

た
め
に
残
し
て
お
く
こ
と
も
お
勧
め
し
ま
す
。

 

● 

特
定
初
診
料
と
は

　
病
院
と
診
療
所
の
役
割
分
担
を
進
め
、
待
ち
時
間
の
短

縮
や
診
療
時
間
の
拡
充
、
手
術
や
入
院
患
者
さ
ん
へ
の
治

療
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
他
の
医
療
機
関

か
ら
の
紹
介
状
な
し
に
初
診
で
受
診
さ
れ
る
方
に
、
診
療

費
と
は
別
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
料
金
で
す
。

 

● 

特
定
再
診
料
と
は

　
当
院
で
の
治
療
終
了
後
、
診
療
所
等
で
そ
の
後
の
治
療

を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
方
に
は
紹
介
状
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
診
療
所
等
で
は
な
く
引
き
続

き
当
院
で
の
治
療
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
受
診
の
都
度
、

診
療
費
と
は
別
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
料
金
で
す
。

　
必
要
な
方
に
対
し
、
効
率
的
に
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
毎
年
度
７
月
〜
３

月
ま
で
の
期
間
、
第
２
・
３
火
曜

日
に
「
市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
は
、

①
患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間
の
有
効

活
用
、②
活
気
や
明
る
い
雰
囲
気

作
り
③
医
療
関
連
情
報
を
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
、④
職
員
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
毎
回
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
医
療
関

係
情
報
を
、
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
が

資
料
等
を
使
っ
て
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
に
は
講
師
と
な
る
当
院

の
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
を
す
る
も
の

な
の
で
、
医
療
関
係
の
テ
レ
ビ
を

観
る
よ
う
な
感
覚
で
気
軽
に
ご
聴

講
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

開
催
日
に
ご
来
院
の
際
に
は
、
是

非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　
今
年
４
月
か
ら
「
地
域
医
療

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
が
「
地
域

医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名

称
に
変
更
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
内

に
「
入
院
支
援
室
」
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
新
設
さ
れ
た
「
入
院
支
援

室
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
入
院
支
援
室
」
が
で
き
た
４

月
に
入
院
支
援
業
務
を
専
従
に
行

う
看
護
師
１
名
が
配
属
さ
れ
ま
し

た
が
、
９
月
か
ら
さ
ら
に
２
名
配

属
さ
れ
、
現
在
は
３
名
体
制
で
入

院
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
入
院
支
援
と
は
、
昨
年
度
ま
で

は
入
院
の
時
に
行
っ
て
い
た
患
者

さ
ん
の
情
報
把
握
と
入
院
生
活
に

つ
い
て
の
説
明
を
、
外
来
受
診
で

入
院
が
決
ま
っ
た
と
き
に
前
も
っ

て
行
う
こ
と
が
主
な
内
容
で
す
。

　
「
入
院
支
援
」
を
実
施
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
、
看
護
師
が
患
者
さ
ん

の
情
報
を
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、

患
者
さ
ん
か
ら
診
察
後
の
疑
問
点

や
ご
家
族
か
ら
の
不
安
・
要
望
等

も
伺
う
こ
と
が
有
り
、
そ
れ
を
入

院
前
日
ま
で
に
医
師
や
病
棟
看
護

師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
に
情
報
伝

達
し
協
働
す
る
こ
と
で
、
入
院
中

の
治
療
や
ケ
ア
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
に

対
し
て
は
、
退
院
支
援
係
を
通
じ

て
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
安
全
な
入
院
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
配
慮

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
説
明
や
聞
き
取
り
を
各
科

外
来
の
診
察
室
な
ど
を
使
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
取
り

組
み
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

充
実
し
た
入
院
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に

よ
り
、
許
可
病
床
数
が
400
床
以
上
の

地
域
医
療
支
援
病
院
に
対
し
て
、

「
特
定
初
診
料
」
「
特
定
再
診
料
」

の
徴
収
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
当
院
で
も
平
成
30
年
10
月
１
日

よ
り
、
下
表
の
金
額
を
徴
収
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

病
院
建
設
課

平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
の

「
特
定
初
診
料
」「
特
定
再
診

料
」に
つ
い
て

医
事
課

医
事
課

新
病
院
建
設
通
信
13

平成30年
9月30日まで
平成30年
10月1日から

特定初診料 特定再診料

2,160円

5,400円

期　　間

–

2,700円

第
２･

３
火
曜
日
は

「
市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
の
日
」経
営
企
画
課

「
入
院
支
援
」
を
始
め
ま
し
た

地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

開催日とテーマは変更になる場合があります。

開催日　テーマ

薬
剤
部

薬
剤
部

（３） ちょうしんき 第62号 （２）ちょうしんき第62号


